
第 2回 学校運営協議会の様子 

 

7 月 14 日(木)、18 時から 1 時間、家庭科室で第 2 回学校運営協議会を開催しました。 

今回の話合いは CS(コミュニティスクール)の「ビジョン」について。 

委員の方々に付箋にアイディアを書いていただき、それをもとに意見交換を行いました。 

委員の方々から、花小と花小の地域に対する熱い想いがたくさん出されました。 

「ビジョンにこだわらず、想いをどんどん出しましょう」となり、この時間ではまとめることができないほどの熱量となりましたので、いただいた意見を事務局で預かるかたちになりました。 

次回、ビジョンの設定とビジョンを実現すべきプロジェクトについて、考えていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※学校運営協議会には、委員の方々の他に、本校の校長がオブザーバーとして参加しています。また、教務主任や生活指導主任も加わり、花小の様子や花小の課題について、情報の提供をしています） 

キャリア講習で、 Youtuber を呼びたい 

子どもと親、一緒に学ぶ場に 

池を利用したビオトープづくりを大人が先導して行う 

今どきの SDG's を絡めて、秋の落ち葉集め(腐葉土づくり) 

「地域で育つ子ども」を育てる親を支援する 

保護者と地域ボランティアとの共同作業の機会 

地域での保護者の顔が見えない 

若い世代との交流をしていけたら 

地域で子どもを育んでいく 

地域で子育てを。自分の子でなくても悪いことをしていたら叱る。良い
ことをしていたら褒める。そういったことを保護者全員が意識共有す
る。 歴史的環境を理解し、この町で育つことを誇りとする 

親子で参加するイベントが少ない 

遊べる場所が少ない 

地域との連携がうすい・・・どうしたらよいかわからない 

運動会の保護者競技、復活？ 

人前で発表する機会が少ない 

卒業生の体験談を話してもらう 

親子お料理教室を 

地域のお年寄りとの交流を 

いやいや引率でなく、親も一緒に楽しむ活動に(書道、合唱) 

放課後学習クラブ(趣味)に 

LGBTQ の授業、定例化したい。たくさんの子供が救われるはず。 

学校と協力して行った「出前授業」をこれからもやっていける流れを作りたい。 
保護者と学校がつながって、言える感を出したい。フラットに。 

もっとお父さんも参加してほしい 

保護者の方、話をすると皆さん学校に対して意見や聞いてみたいこと
もあるようなので、気軽に話せるような場があるとよいなと思う。 

自分の気持ちを言葉にしてほしいと思うことがある 

助産師さんを呼んで、命の授業をしたい 

給食の残菜で土を作る？ 

50 周年で被爆者の人とイベントをしたい 


